
第32回　医療を考える集い

～上手に利用して明るい未来へ～
　近年、国では、病気

発症間もない急性期
の患者さんは病院で

治療し、

そのあとの慢性期と
なった患者さんは病

院ではなく「暮らしの
場」で

家族の介護を受けな
がら療養するようす

すめております。

　この「暮らしの場」
はまず自宅、療養す

るのは患者さん自身
。患者

さん一人で困難な場
合は家族の介護をう

け、さらにその患者さ
んや

家族をサポートする
のが医師、看護師、薬

剤師、ケアマネージ
ャー、

ヘルパー、理学療法
士、作業療法士、行政

スタッフということに
なり

ます。そうしたサポ
ートを受けてもなお

自宅で療養するこ
とが

困難な場合、それに替
わる特別養護老人ホ

ーム、介護老人保健施
設、

グループホーム、有料
老人ホームなども「暮

らしの場」ととらえ、そ
こで

療養することもでき
ます。そこで行われ

る療養も広い意味
での

「在宅療養」と言える
でしょう。

　今回の「医療を考
える集い」では、慢性

期の患者さんが在
宅で

療養するにあたって
、どのような介護サ

ービスがあるのか。
また

多岐にわたる介護サ
ービスをうまく利用す

るにはどうしたらいい
のか、

皆様と考え、討論した
いと企画いたしまし

た。

多数のご参加をお待ちしております。

〒010-0976　秋田市八橋南一丁目8番5号　TEL 018（865）0252　FAX 018（863）3982

早く退院
　せってが？

家で介護
せってが？ 父さん、認知症？

なんと
せば

　　
　いい

べ？ なんとせば
　　　いいべ？

んだばどごさ
　いけばいいべ？

さて、
　どうしたら
いいのでしょうか…
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介護サービスを考える介護サービスを考える介護サービスを考える
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と　き

ところ

基調講演
『介護サービスと秋田市医師会の関わり』
　　　　　　　   高　橋　正　喜

演　　劇
『家族の絆　～老いを迎えて～』
　　　　　　　　　　　　　　劇団　河辺わさび座　のみなさま

シンポジウム
●ケアマネージャー代表  石　川　京　子
●ヘルパー代表   鈴　木　富美子 氏
●行政代表   丸　山　　　進 氏
●医師代表   市　原　利　晃 氏
●医師会介護保険担当   松　岡　一　志

秋田市医師会副会長

㈲やさしい手　秋田本店　店長

秋田往診クリニック　院長

秋田市医師会　理事

午後1時30分～午後4時30分
2月6日（土）
秋田ビューホテル・4階

秋田市福祉保健部　介護・高齢福祉課
高齢福祉サービス担当　主席主査

秋田市医師会訪問看護
ステーション管理者
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